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上原白寿会
県大会3位入賞報告

坂田小学校　SDGS授業西原南小学校　福祉出前講座

東京パラリンピック選手と
ゴールボール体験会

西原船だまり清掃

ＪＩＣＡ海外協力隊

12月24日
（金）

第28回沖縄県老人グラウンドゴルフ大会が開催され、本町
の上原白寿会が3位入賞という素晴らしい成績を収めました。

本大会は地区大会上位25チームの参加する大会で、3位入
賞という好成績に選手の皆さんも笑顔を浮かべていました。

選手の稲
いな

福
ふく

恭
きょうすけ

助さんは「3位だったが、初めての入賞なので
嬉しく思います。健康を目的に始めたけれど、こうやって入賞
の報告ができるよう、今後も頑張っていきたいと思います。」
と語りました。

坂田小学校で(株)かねひで総合研究所主催のもと、SDGs
に関する出前授業が開催されました。児童たちはSDGsの考
え方や、持続可能な社会についてなど、様々なテーマをカー
ドゲームで楽しく学んでいました。また、SDGsに取り組む
琉球大学の学生を招き、昆虫食やコンポスト（生ごみを利用
した堆肥）など、それぞれの活動内容について実体験を交え
た授業が行われました。

児童からは、「限られた資源を大切にしないといけない」、「自
分たちの未来のために、今から気を付けていきたい」など、
環境問題を意識した言葉が多く聞かれました。

西原南小学校で、西
原町社会福祉協議会共
催のもと『ちょっと福祉
出前講座』が開催されま
した。講師にはパラリ
ンピック車いすマラソ
ン日本代表の喜

き
納
な

翼
つばさ

選
手（写真右）が招かれ、
車いすマラソン競技の

ことや目標や夢について語っていただきました。
参加した4年生から6年生までの児童は、喜納選手からの

質問に明るく答えながらも、終始真剣な面持ちで話に聞き
入っていました。児童を代表し、神

かみ
山
やま

美
み

愛
あ

さんは「喜納選手
は怪我でやりたいことができなくなってしまったけれど、
諦めず頑張ってきたからすごい選手になれたと感じました。
私もいろんなことを、頑張ればできると信じてチャレンジ
していきたい」と決意を述べました。

島尻青年会議所主催で、地元企業等の協力のもと、「地域
と創る子供の笑顔～ワクワク体験学習～」が西原南小学校で
開催されました。パラアスリートであり東京パラリンピッ
クゴールボール代表の田

た
口
ぐち

侑
ゆう

治
じ

選手が参加し、子供たちと
一緒に競技を楽しみました。

ゴールボールとは、3対3のチームに分かれ、目隠しをし
た選手が鈴の入ったボールをゴールに向かって投げ合い、得
点を競うパラスポーツです。視界を遮りボールを転がしあう
児童からは、ボールの位置を知らせるための声掛けや声援が
飛び交い、会場は大いに盛り上がりを見せていました。

ゴールボールを体験した山
やま

崎
さき

愛
あい

美
み

さんは「簡単なスポーツ
だと思っていたけれど、意外と難しくてびっくりしました。
周りとの声掛けが大切なスポーツで、コミュニケーション
の難しさ、大事さを感じました」と感想を述べました。

今回の夢の体験会は、以下の企業の皆様のご協力により、
実現することができました。
新中糖産業（株）、南西石油（株）、（有）西原農園、三善建設
（株）、西原自動車販売（株）、新丸（株）、比嘉産業（株）、（有）
サンユー設備、（有）豊政建設工業、（株）禅自動車サービス、
農業生産法人（株）島酒屋、（株）大成沖縄営業所、（株）南新物
産、ウォーターステーション首里中央店、（有）寿ランド

西原船だまり、あがりティーダ公園、東
あがりざき

崎公園の清掃を行
いました。シルバー人材センター、地域ボランティア、西原船
だまり会、町長をはじめとする役場職員等総勢150名あまりが
参加し、約1.4ｔのゴミを回収しました。

マーチングバンド部　全国大会金賞受賞
第49回マーチングバンド全国大会が埼玉県のさいたま

スーパーアリーナで開催され、西原高校が高校の部中編成
（55 ～ 90人）で2年ぶり、25度目の金賞を受賞しました。

本大会には30回目の出場となっており、部長の玉
たま

城
しろ

花
はな

さ
んは、「地域の応援があったから金賞を受賞できた。次は3月
の定期演奏会に向けて頑張りたい」と意気込みを語りました。
バレーボール新人大会でアベック優勝

沖縄県高等学校新人体育大会で、西原高校バレーボール
部が男女ともに優勝を勝ち取りました。男子バレー部キャ
プテン安

あ
仁
に

屋
や

光
こう

葉
よう

さんは、「西原町の皆さんの支援があって
優勝できた。全国大会ではベスト４を目指す。」と目標を語
り、女子バレー部キャプテン安

あ
里
さと

姫
ひめ

香
か

さんは、「来月の県大
会も頑張って、優勝旗を持ってきたい」と決意を語りました。

本町出身である喜
き

屋
ゃ

武
ん

彩
あや

花
か

さん
（写真中央）が、環境教育の隊員
として “ＪＩＣＡ海外協力隊三次派
遣”に参加することが決定しまし
た。派遣先はドミニカ共和国の
環境・リスク管理局となっており、
現地で2年間の活動に従事します。

喜屋武さんは派遣に際して、「沖縄に似通った点が多くある
ドミニカ共和国という島国で、現地の方々への支援活動がで
きることを嬉しく思います。帰国後には、環境保護活動で得
た経験や知識を使い、エコツーリズムの取り組みなどを行っ
ていきたいと考えています。」と意気込みを語りました。

1月 7日
（金）

西原高校　西原高校　大　活　躍　!大　活　躍　!
祝

『広報にしはら』600号
『広報にしはら』は昭和41年に創刊し、令和4年2月号で

節目の600号を迎えました。長い年月にわたり、
広報誌の発刊を続けることができたのは、
ひとえに地域の皆様のご協力のおかげです。

今後とも、皆さまに愛される地域の情報誌として、
役目を果たしてまいりますので、温かいご支援を

よろしくお願い致します。

西原町長　崎原　盛秀
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